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もっと知りたい、きよせの暮らし

08No.

2025.11

左から音威子府村・遠藤村長、津別町・佐藤町長、澁谷市長、北塩原村・遠藤村長

ま
ち
に
に
ぎ
わ
い
、

き
よ
せ
市
民
ま
つ
り



　今年の市民まつりでは、例年のメインステージに加え

て第2ステージが新設され、より多くの市民団体や個人

が日頃の成果を披露しました。太鼓や民踊、ヒップホップ

やフラダンスなど、多彩なジャンルが次々に登場。観客の

手拍子や歓声が通りに響き、ステージと客席がひとつに

つながる瞬間も。清瀬らしい温かさとエネルギーに満ちた、

笑顔あふれるステージとなりました。

　市指定無形民俗文化財の「下宿ばやし」が、今年もま

つりを盛り上げました。江戸時代から続く伝統の音色がけ

やき通りに響き渡ると、足を止めて見入る人の輪が広が

ります。威勢のいい太鼓や笛の音、華やかな囃子連の掛

け声に、清瀬の歴史と誇りを感じるひととき。世代を超え

て受け継がれてきた地域の文化が、まちの賑わいの中で

今も息づいています。

　けやき通りには、子どもたちに人気のミニSLとボンネッ

トバスが登場しました。ミニSLは約100mのレールを走り、

乗客たちの笑顔がはじけます。長野県坂城町からきた昭

和レトロなボンネットバスは、けやき通りから市役所通り、

志木街道をゆっくりと周遊。30分間隔で運行され、車窓

から見える秋のまちなみを楽しむ親子連れの姿が印象的

でした。懐かしさと楽しさが交差する、まつりならではの特

別な体験です。

　今年のきよせ市民まつりにはフレンドリータウンや交

流地域からの出店が集まりました。北海道津別町の人

気スイーツ「クマヤキ」をはじめ、福島県北塩原村の新米

や農作物、北海道音威子府村の工芸品など、各地の味

覚が勢ぞろい。行列ができるブースもあり、来場者は清瀬

にいながら旅気分を楽しみました。まちとまちが支え合い、

笑顔でつながる、そんな清瀬らしさが感じられる交流とな

りました。

　これまで活動してきた「清瀬親善大使」が、新たに「き

よせ市観光大使」として生まれ変わりました。ステージで

は任命式が行われ、4人の観光大使が登壇。会場からは

温かい拍手が送られました。任命状には「清瀬市の交流

人口の増加、地域の活性化及びシビックプライドの醸成

に向けた活躍を期待します」との言葉が添えられています。

清瀬の魅力を伝える新たな担い手として、これからの活躍

に期待が高まります。

清瀬の秋を彩る恒例行事「きよせ市民まつり」。43回目を迎えた今年も、
けやき通り一帯が笑顔と活気に包まれました。おいしい匂いと太鼓の音
が通りを満たし、子どもから大人まで思い思いに楽しむ姿があふれまし
た。まちがひとつに染まった、にぎやかな秋の一日をふりかえります。

ま
ち
に
に
ぎ
わ
い
、

き
よ
せ
市
民
ま
つ
り
2025

踊って

食べて

出会って

0 10 1 まちが
ひとつになる

市民が主役の
ステージ

Playback!

0202 親子でわくわ
く

ミニSLとボン
ネットバス

Playback!
0303 5つの自治体

と連携

ひろがるまち
の輪

Playback!

0404 清瀬の歴史を
体感

受け継がれる
下宿ばやし

Playback!
0505 まちの新しい

顔、誕生

きよせ市観光
大使

Playback!

0203



0405

地
域
の
自
然
や
歴
史
を
ふ
ま
え
た

愛
称「
ま
つ
ぼ
っ
く
る
」

　

来
年
２
月
1
日
に
オ
ー
プ
ン
を
迎
え
る

複
合
施
設「
ま
つ
ぼ
っ
く
る
」。南
部
児
童

館
、南
部
図
書
館
、梅
園
地
域
市
民
セ
ン

タ
ー
の
3
つ
の
機
能
を
備
え
た
、清
瀬
市

の
新
し
い
交
流
拠
点
で
す
。

　

愛
称
は
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
公
募
で

決
ま
り
ま
し
た
。市
内
外
か
ら
多
く
の
応

募
が
あ
り
、そ
の
中
か
ら
選
定
委
員
会
で

選
ば
れ
た
の
が「
ま
つ
ぼ
っ
く
る
」。
横
文

字
で
は
な
く
、子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で

分
か
り
や
す
い
ひ
ら
が
な
に
し
た
い
と
い
う

意
見
も
あ
る
中
で
、北
部
地
域
の
児
童

セ
ン
タ
ー「
こ
ろ
ぽ
っ
く
る
」と
対
に
な
る

名
前
と
し
て
親
し
み
や
す
い
こ
と
、ま
た
松

林
が
多
い
地
域
性
に
も
合
っ
て
い
る
こ
と
が

評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　

か
つ
て
こ
の
地
に
は
、雑
木
林
の
中
に

建
て
ら
れ
た
結
核
療
養
所
が
あ
り
、当
時

の
ア
カ
マ
ツ
が
多
く
残
る
こ
と
か
ら
、建
物

は
木
を
避
け
る
よ
う
に
設
計
さ
れ
て
い
ま

す
。愛
称
は
隈
研
吾
建
築
都
市
設
計
事
務

所
に
も
共
有
さ
れ
、現
在
施
設
の
ロ
ゴ
を

検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

自
然
の
中
で

の
び
や
か
に
過
ご
す
場
所

　

施
設
内
に
は
、外
で
お
茶
を
飲
み
な
が

ら
本
を
読
め
る
テ
ラ
ス
や
、ピ
ア
ノ・
鏡
・
防

音
設
備
を
備
え
た
会
議
室
な
ど
、多
世
代

が
自
由
に
利
用
で
き
る
工
夫
が
随
所
に
あ

り
ま
す
。「
外
で
公
共
の
本
を
読
め
る
場
所

は
ま
だ
少
な
い
の
で
、清
瀬
の
豊
か
な
自
然

を
感
じ
な
が
ら
お
茶
や
読
書
を
楽
し
ん
で

ほ
し
い
。」と
市
の
担
当
者
は
話
し
ま
す
。

　

計
画
は
令
和
3
年
度
か
ら
始
ま
り
、市

民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

な
ど
を
通
じ
て
意
見
を
反
映
さ
せ
て
き
ま

し
た
。
見
学
会
で
は「
小
学
生
の
息
子
が

楽
し
く
利
用
で
き
そ
う
で
楽
し
み
」「
大

人
も
十
分
楽
し
め
そ
う
」と
い
っ
た
期
待

の
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
「
市
民
の
皆
さ
ん
に
愛
さ
れ
る
施
設
に

な
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
思
い
で
進
め
て
き
ま

し
た
。地
域
の
皆
さ
ん
が
気
軽
に
立
ち
寄

り
、の
び
や
か
に
過
ご
せ
る
場
に
な
れ
ば
」

と
市
の
担
当
者
。清
瀬
の
自
然
や
歴
史
を

受
け
継
ぎ
な
が
ら
、新
し
い
交
流
や
学
び

が
生
ま
れ
て
い
く
ー
ー
。ま
つ
ぼ
っ
く
る
は
、

そ
ん
な〝
ま
ち
の
未
来
〞を
ひ
ら
く
場
所

を
目
指
し
ま
す
。

ま
ち
に
新
し
い
ス
ト
ー
リ
ー

「
ま
つ
ぼ
っ
く
る
」が
ひ
ら
く
未
来

来
年
2
月
に
誕
生
す
る
複
合
施
設
﹁ま
つ
ぼ
っ
く
る
﹂︒清
瀬
の

自
然
や
歴
史
を
受
け
継
ぎ
︑誰
も
が
の
び
の
び
過
ご
せ
る
場
と

し
て
準
備
が
進
ん
で
い
ま
す
︒今
回
は
︑開
館
に
向
け
て
少
し
ず

つ
形
に
な
っ
て
き
た
新
施
設
を
︑ひ
と
足
早
く
ご
紹
介
し
ま
す
︒

＼だれもがのびのび過ごせる場所／

「まつぼっくる」
館内案内

●『
清
瀬
市
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画

（
基
本
方
針
編
）』策
定

●
南
口
児
童
館
に
つ
い
て
の
市
民
意
見
交

換
会（
計
2
回
）開
催

●『
清
瀬
市
公
共
施
設
再
編
計
画
』策
定

●『
清
瀬
市
ま
ち
・ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合

戦
略
』改
訂

●『
清
瀬
市
公
共
施
設
個
別
施
設
計
画
』

策
定

●『
清
瀬
市
み
ど
り
の
基
本
計
画
』改
定

●
市
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
・
検
討
委
員
会
・パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
実
施

●『
清
瀬
駅
南
口
地
域
児
童
館
整
備
基
本

計
画
』策
定

●
基
本
設
計
お
よ
び
実
施
設
計
業
務
委
託

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
実
施

●
基
本
設
計
の
開
始

●
市
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ（
計
2
回
）開
催

●
実
施
設
計
の
開
始

●
中
間
報
告
会
開
催（
2
回
）

●
工
事
着
手

●
児
童
・
生
徒
に
よ
る
工
事
現
場
見
学
会

実
施

●
複
合
施
設
の
愛
称
公
募
・
決
定

●
工
事
現
場
見
学
会
実
施

歩
み
で
た
ど
る

ま
つ
ぼ
っ
く
る
誕
生
ま
で
の
10
年

エントランスホール
おしゃべりしたり、ゲームをしたり、読書をしたり…思いおも
いに過ごせるのびやかな空間。

ルームC

エチュード
梅園

ルームA

多目的スペース

子ども図書コーナー
明るい陽光の中でゆっくり読書を
楽しめます。

クラウドファンディング
詳細ページはこちら

▲

豪華客車「夢空間」が再び蘇ろう
としています。今年1月の移設と
外装修復を経て、その姿が現れま
した。現在、内装修復に向けた第
2弾クラウドファンディングを実
施中。期間は11月3 0日まで。
清瀬の新しい風景と
なるこの車両をぜひ
応援してください。

読書テラス
自然を感じながら読書が
できます。

公園テラス
公園を眺めながら飲食もでき、
お話がはずむテラスです。

屋内ひろば
身体を使って遊んだり運動が
できるスペースです。

図書館や児童館などがつながる
空間の館内レイアウトを、完成
パースとともにご紹介します。 ルームC

公園テラス

読書テラス

図書館カウンター

多目的
スペース

2F

図書館

ルームA
ルームB

エントランスホール

屋内ひろば

子ども図書
コーナー

事務室

防音室

1F

エチュード
梅園

（学習室）

ルームB

夢空間復活プロジェクト
第２弾クラウド
ファンディング実施中

平成
28年度

令和
元年度

令和
5年度

令和
7年度

令和
3年度

平成
29年度

令和
2年度

令和
6年度

令和
4年度



豊島区・清瀬市・所沢市・飯能市・横瀬町・秩父市の６
自治体と西武鉄道で構成される「西武線沿線サミット」。
観光や文化などで連携を進める取り組みの一環として、
「西武線沿線サミットデー」を開催しました。

各自治体のマスコット

公式キャラクターが

勢揃い

サミッ ト デ ーと
記 念 ト レインがつなぐ
110 年 の 軌 跡

06

西 武 線 が ひ ら く  沿 線 連 携 の 未 来

07

　

ベ
ル
ー
ナ
ド
ー
ム
場
外
に
設
け
ら

れ
た
特
設
ブ
ー
ス
に
は
、各
自
治
体

を
代
表
す
る
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
た
ち
が

大
集
合
。豊
島
区
の「
と
し
ま 

な
な

ま
る
」
、
清
瀬
市
の
「
ニ
ン
ニ
ン

く
ん
」
、所
沢
市
の「
ト
コ
ろ
ん
」、

飯
能
市
の「
夢
馬（
む
ー
ま
）」、横

瀬
町
の「
ブ
コ
ー
さ
ん
」、秩
父
市
の

「
ポ
テ
く
ま
く
ん
」と「
ぷ
め
る
ち
ゃ

ん
」が
来
場
者
を
お
出
迎
え
し
ま
し

た
。
沿
線
そ
れ
ぞ
れ
の
ま
ち
の
個

性
と
魅
力
が
一
堂
に
会
し
、子
ど
も

か
ら
大
人
ま
で
笑
顔
あ
ふ
れ
る
交

流
の
ひ
と
と
き
と
な
り
ま
し
た
。

01

POINT!

西武線沿線サミット

自治体の魅力発信

プロモーション

　

試
合
開
催
中
、ベ
ル
ー
ナ
ド
ー
ム

内
の
大
型
モ
ニ
タ
ー〝
L
ビ
ジ
ョ
ン
〞

に
、西
武
線
沿
線
サ
ミ
ッ
ト
加
入

自
治
体
で
あ
る
豊
島
区
・
清
瀬
市

・
所
沢
市
・
飯
能
市
・
横
瀬
町
・
秩
父

市
そ
れ
ぞ
れ
の
Ｐ
Ｒ
動
画
が
映
し

出
さ
れ
ま
し
た
。

　

清
瀬
市
の
Ｐ
Ｒ
動
画
は
、市
内

を
彩
る
桜
並
木
や
新
緑
、夏
に
は

ひ
ま
わ
り
畑
な
ど
、清
瀬
の
豊
か

な
自
然
が
美
し
く
描
か
れ
、来
場

し
た
多
く
の
観
客
に
清
瀬
市
を

知
っ
て
い
た
だ
く
貴
重
な
機
会
と

な
り
ま
し
た
。

04

POINT!

特設ブースで 

各自治体の魅力を

発信

　

場
外
エ
リ
ア
に
は
、6
自
治

体
の
特
設
ブ
ー
ス
が
並
び
ま
し

た
。観
光
ガ
イ
ド
や
マ
ッ
プ
、特

産
品
な
ど
、そ
れ
ぞ
れ
の
ま
ち

の
魅
力
を
紹
介
。
清
瀬
市
か

ら
は「
き
よ
せ
棒
」や
清
瀬
駅

開
業
1
0
0
周
年
記
念
グ
ッ

ズ
も
販
売
さ
れ
、多
く
の
来
場

者
が
手
に
取
り
ま
し
た
。沿
線

を
め
ぐ
る
楽
し
さ
や
地
域
の

個
性
が
ぎ
ゅ
っ
と
詰
ま
っ
た
ブ

ー
ス
は
、ま
さ
に〝
ま
ち
の
ア
ン

テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
〞の
よ
う
な
賑

わ
い
を
見
せ
ま
し
た
。

02

POINT!

子供たちが

セレモニアルピッチと

フラッグ応援隊に参加

　

西
武
線
沿
線
サ
ミ
ッ
ト
自

治
体
に
暮
ら
す
小
学
生
3
0

名
が
、ベ
ル
ー
ナ
ド
ー
ム
の
グ

ラ
ウ
ン
ド
で
セ
レ
モ
ニ
ア
ル
ピ

ッ
チ
と
フ
ラ
ッ
グ
応
援
隊
に

参
加
し
ま
し
た
。
堂
々
と
し

た
投
球
や
、力
い
っ
ぱ
い
の
旗

振
り
に
大
き
な
拍
手
が
送
ら

れ
、ス
タ
ン
ド
の
観
客
か
ら
も

温
か
い
声
援
が
。
西
武
線
沿

線
の
ま
ち
を
代
表
し
て
子
ど

も
た
ち
が
一
体
と
な
り
、選
手

た
ち
と
と
も
に
試
合
を
盛
り

上
げ
ま
し
た
。

03

POINT!

SI
15

「武蔵野鉄道開業110周年トレイン」の
出発式を池袋駅で開催

10月22日から1ヶ月程度運行予定

　

池
袋
線
の
前
身
・
武
蔵
野
鉄
道
の
開
業
1
1
0
周

年
を
記
念
し
、特
別
列
車「
武
蔵
野
鉄
道
開
業
1
1
0

周
年
ト
レ
イ
ン
」が
華
や
か
に
出
発
。池
袋
駅
で
行
わ
れ

た
出
発
式
に
は
、豊
島
区
か
ら
秩
父
市
ま
で
沿
線
10
自

治
体
の
首
長
が
参
加
し
、沿
線
の
絆
を
象
徴
す
る
門
出

と
な
り
ま
し
た
。先
頭
車
両
に
は
、公
募
65
作
品
の
中

か
ら
選
ば
れ
た
記
念
ヘ
ッ
ド
マ
ー
ク
を
掲
出
。さ
ら
に
、

全
車
両
の
中
吊
り
広
告
が
各
自
治
体
の
観
光
地
や
特

産
品
、文
化
行
事
を
テ
ー
マ
に
彩
ら
れ
、ま
る
で「
走
る

沿
線
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」の
よ
う
。車
内
に
一
歩
入
る
と
、ま
ち

の
風
景
が
次
々
と
現
れ
、沿
線
を
旅
し
て
い
る
よ
う
な

臨
場
感
が
広
が
り
ま
す
。

　

1
1
0
年
前
の
開
業
当
時
か
ら
、人
々
の
暮
ら
し
を
支

え
続
け
て
き
た
西
武
池
袋
線
。節
目
の
年
を
迎
え
た
今
、

過
去
と
未
来
、そ
し
て
地
域
を
つ
な
ぐ
レ
ー
ル
の
意
味
を

あ
ら
た
め
て
感
じ
さ
せ
る
記
念
の
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

NEWS TOPICS

清 瀬市
の中吊りは、各車両の３列目。ご乗車の際はぜ ひご 覧く

ださい
。

左：澁谷市長　右：西武鉄道株式会社 小川社長



　

発
災
時
は
避
難
所
等
で
の
利
用
を
想

定
し
、
平
時
は
地
域
防
災
力
の
向
上
に
も
役

立
て
ま
す
。「
市
民
ま
つ
り
で
は
実
際
に
使
用

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
見
て
知
っ
て
も
ら
う

こ
と
で
、〝
清
瀬
に
こ
う
い
う
備
え
が
あ
る
〞

と
感
じ
て
も
ら
え
た
ら
」
と
市
の
担
当
者
は

話
し
ま
す
。
必
要
に
応
じ
て
他
自
治
体
へ
の
派

遣
も
可
能
で
、
移
動
で
き
る
特
性
を
活
か
し

て
支
援
に
も
対
応
し
ま
す
。

　

ト
イ
レ
カ
ー
の
デ
ザ
イ
ン
は
、
災
害
時
の
避

難
所
で
少
し
で
も
明
る
い
気
持
ち
に
な
っ
て
も

ら
え
る
よ
う
な
明
る
い
デ
ザ
イ
ン
に
し
ま
し
た
。

　

清
瀬
市
の
備
蓄
食
料
は
、
避
難
生
活
を

支
え
る
も
う
一つ
の
柱
で
す
。「
発
災
後
3
日

間
は
人
命
救
助
が
優
先
さ
れ
る
た
め
、
食
材

な
ど
の
支
援
が
十
分
に
届
か
な
い
期
間
と
な

り
ま
す
」。
防
災
防
犯
課
で
は
、
約
１
万
人
・

３
日
分
を
目
安
に
ア
ル
フ
ァ
米
、
缶
入
り
パ

ン
、
味
噌
汁
、
ビ
ス
ケ
ッ
ト
、
保
存
水
な
ど

を
備
蓄
し
て
い
ま
す
。

　

備
蓄
食
料
は
毎
年
更
新
し
、
期
限
が
近
い

も
の
は
防
災
訓
練
や
イ
ベ
ン
ト
で
配
布
。
市

民
団
体
と
も
連
携
し
、
地
域
で
の
試
食
や
ロ
ー

リ
ン
グ
ス
ト
ッ
ク
の
啓
発
に
も
つ
な
げ
て
い
ま
す
。

　
「
大
切
な
の
は
、
自
分
の
分
は
自
分
で
用

意
す
る
と
い
う
自
助
の
意
識
で
す
。
市
の
備

蓄
だ
け
に
頼
ら
ず
、
家
庭
で
も
缶
詰
や
レ
ト

ル
ト
食
品
な
ど
を
常
備
し
、
普
段
の
食
事
で

使
い
な
が
ら
更
新
し
て
い
く
〝
ロ
ー
リ
ン
グ
ス

ト
ッ
ク
〞（
上
図
）
を
意
識
し
て
ほ
し
い
」
と

担
当
者
は
語
り
ま
す
。

ま
た
、
必
要
な
備
え
は
家
庭
に
よ
っ
て
異
な
り

ま
す
。「
ペ
ッ
ト
用
品
や
薬
、乳
幼
児
用
品
な
ど
、

そ
れ
ぞ
れ
の
事
情
に
合
わ
せ
た
準
備
を
し
て
ほ

し
い
」
と
話
し
ま
す
。
近
年
は
「
避
難
所
に

行
く
こ
と
だ
け
が
避
難
で
は
な
い
」
と
い
う
考

え
方
も
広
が
っ
て
お
り
、
在
宅
避
難
や
要
配
慮

者
へ
の
支
援
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
す
べ

て
を
完
璧
に
備
え
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、

こ
う
し
た
視
点
を
持
つ
こ
と
が
安
心
に
つ
な
が

り
ま
す
。

　

ト
イ
レ
カ
ー
の
導
入
も
そ
の
〝
災
害
の
備
え
〞

の
ひ
と
つ
で
す
。
防
災
は
、
特
別
な
こ
と
で
は

な
く
日
常
の
延
長
に
あ
り
ま
す
。
市
と
市
民

が
一
緒
に
〝
備
え
る
ま
ち
〞
を
育
て
て
い
く
こ

と
で
、
清
瀬
の
防
災
対
策
を
こ
れ
か
ら
も
強

化
し
て
い
き
ま
す
。

　

全
国
で
災
害
が
相
次
ぐ
な
か
、
清
瀬
市
で

も
「
も
し
も
の
時
」
に
備
え
た
防
災
対
策
の

強
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。
な
か
で
も
注
目
さ
れ

る
の
が
、
新
た
に
導
入
さ
れ
た
自
走
式
水
洗

ト
イ
レ
カ
ー
（
右
下
写
真
）
で
す
。

　
「
避
難
所
を
開
設
し
て
も
、
必
ず
問
題
に
な

る
の
が
ト
イ
レ
な
ん
で
す
。
衛
生
面
や
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
の
確
保
な
ど
、
現
場
で
は
課
題
が
多
い
」

と
防
災
防
犯
課
の
担
当
者
。
市
で
は
こ
う
し

た
課
題
を
踏
ま
え
、
清
瀬
市
清
掃
事
業
協
同

組
合
と
協
定
を
結
び
、
災
害
時
に
ト
イ
レ
カ
ー

を
活
用
で
き
る
体
制
を
整
え
ま
し
た
。

自
分
ご
と
と
し
て
備
え
る

ロ
ー
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
ク

「
食
」で
命
を
つ
な
ぐ

３
日
間
の
備
え

移
動
で
き
る
ト
イ
レ
カ
ー
で

安
心
を
届
け
る

アルファ米使用
混ぜご飯
材料

● アルファ米 3袋
● 水分（炊飯用） 540cc
● 油揚げ 1/2枚 
● しめじ茸・えのき茸・舞茸
   各1パック
● ゆずの千切り（あれば）
● 調味料（酒 大さじ3、
  みりん 大さじ3、醤油 大さじ2、  
   昆布だし顆粒 1パック、
　水 大さじ4）

椎茸は薄切り、油揚
げは湯通しして刻
む。しめじ・マイタケ
は石づきを除きほぐ
し、えのきは根元を
落として半分に切
る。

鍋で湯を沸かし、具
材を30秒ほど霜降
りしてアクを抜く。
調味料とともに中火
で煮込み、汁気が
少し残る程度で火
を止めて器に取る。

アルファ米を戻さず
炊飯器に入れ、水を
加えて通常通り炊
く。
［水の目安］
1袋 200cc  2袋 370cc
3袋540cc 4袋700cc

炊き上がったごはん
に煮たきのこと汁を
混ぜ、蓋をしてなじ
ませる。器に盛り、
あればユズを添え
たらできあがり。

清
瀬
市
で
は
、も
し
も
の
時
に
備
え
た

新
た
な
防
災
対
策
が
進
ん
で
い
ま
す
。

自
走
式
水
洗
ト
イ
レ
カ
ー
の
導
入
や
、

家
庭
で
で
き
る
ロ
ー
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
ク
な
ど
、

安
心
を
支
え
る
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

い
ざ
と
い
う
時
に
強
い
ま
ち
へ

き
よ
せ
の

防
災  
最
前
線

作
っ
て
み
よ
う
！

防
災
レ
シ
ピ

1234アルファ米の白がゆ使用
あさりのリゾット

材料
● アルファ米 白がゆ 4袋
● あさり 200g ● 水 600cc 
● 白ワイン（なければ酒）30cc
● 玉ねぎ 1/2個
● 鯛切り身 40g×4
● 長ネギ 1/2本  ● 浅葱 少々
● 調味料（オリーブオイル 80cc、  
   塩・胡椒 適量、
  パルメザンチーズ 50g、
  バター 40g）

あさりに水を加えて
ゆっくり火を入れ、
出汁を取る。あさり
と出汁を分け、身は
取り出し、出汁は濾
してリゾット用に使
う。

玉ねぎを炒めて白ワ
インとアルファ米を戻
さず加える。あさり
の出汁を数回に分け
て注ぎ、混ぜながら
約20分煮る。火を止
めたら味を調える。

鯛の切り身に塩、コ
ショウをふり、オ
リーブオイルを熱し
たフライパンで両面
にこんがり焼き色が
つくまで焼く。

仕上げにリゾットに
少量の水を加え温
め、器の中央にこん
もりと盛る。上に鯛
をのせ、白髪ねぎを
飾って浅葱を振りか
ける。

1234

森田 薫先生

八芳園・元常務取締役 
総料理長

このレシピを
教えてくれたのは

温水洗浄
便座付き

ローリングストック
非常食を“しまい込む”のではなく、ふだんの食事に取り入れながら少しずつ入れ替えていく

―それが「ローリングストック」という考え方です。使い慣れた食材を備えておけば、
いざという時も無理なく調理できます。

日常のなかで少しずつ備える。いつもの食卓がもしもの安心につながる。

ストックする 市の備蓄食料の一例

買い足す

普段から少し多めに、食材や加工品を備えておく。

使った分だけ補充し、
いつも一定の量を保つようにする。

食べる
ストックした食材を日常の食事で

おいしく消費する。

アルファ米

非常用5年保存水

即席味噌汁

災害備蓄保存用パン

き
よ
せ
の

防
災  

最
前
線

自走式水洗トイレカー
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清
瀬
駅
北
口
か
ら
市
役
所
方
面
へ
と
続
く

け
や
き
通
り
は
、
四
季
の
彩
り
が
楽
し
め
る

憩
い
の
道
。
春
の
若
葉
、
秋
の
紅
葉
が
美
し

い
並
木
道
に
は
、
24
基
の
彫
刻
が
点
在
し
て

い
ま
す
。「
キ
ヨ
セ 
ケ
ヤ
キ 

ロ
ー
ド
ギ
ャ
ラ

リ
ー
」
は
、
ま
ち
に
潤
い
を
添
え
た
い
と
い
う

思
い
か
ら
、
平
成
元
年
度
よ
り
整
備
さ
れ
ま

し
た
。

　

ケ
ヤ
キ
並
木
に
調
和
す
る
よ
う
配
置
さ
れ

た
作
品
は
、
国
内
外
の
作
家
に
よ
る
多
彩
な

テ
ー
マ
と
素
材
で
構
成
さ
れ
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー

全
体
が
清
瀬
の
風
景
の
一
部
と
し
て
響
き
合

い
、
訪
れ
る
人
の
心
に
や
さ
し
い
印
象
を
残

し
ま
す
。

　

約
１
km
に
渡
る
〝
通
り
の
美
術
館
〞。
日

常
の
中
で
出
会
え
る
こ
の
風
景
を
、
ゆ
っ
く

り
味
わ
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

清
瀬
の
通
り
に
立
つ
彫
刻
た
ち
は
、ま
ち
の
風
景
の
ひ
と
コ
マ
。

季
節
の
う
つ
ろ
い
の
中
で
表
情
を
変
え
な
が
ら
、

今
日
も
静
か
に
ま
ち
の
時
間
を
見
つ
め
て
い
ま
す
。

通
り
を
歩
け
ば
、き
っ
と
“
推
し
の
一
体
”
に
出
会
え
る
は
ず
。

き
よ
せ
の
人
た
ち
が
選
ぶ

こ
の　
　

  

が
好
き
！

彫
刻
彫
刻

作品マップはこちら

彫刻は、清瀬駅北口から市役所方面へ続
くけやき通り沿いに点在。郷土博物館で
は地図を無料配布しているので、お気に
入りの一体を探してみよう。

「そりのあるかたち'90」
澄川喜一
清瀬に長年住んでいた名誉市民
である彫刻家澄川喜一による〈そ
りのあるかたち〉シリーズの一作。
日本独自の“そり”の美をテーマに、
張りつめた緊張と静けさを同居さ
せています。

「花のころ」
城田孝一郎
清瀬在住の作家による
素朴な人体像。やわら
かな量感と静かな仕草
が、通りの風景に溶け
込みながら、見る人に
親しみを感じさせます。

「追想.....町をゆきて」
マリオ・チェロリ

イタリア出身の世界的作家による作品。
幼い頃から魅せられてきた“馬”を題材
に、人間精神の躍動と生命の連続性を
象徴的に表しています。

「標甲」
清水九兵衞
体に馴染むような造形を好む作家らし
い、抽象的な発想から生まれた作品。
通りの三叉路に立ち、道ゆく人の目印
のように佇んでいます。

「いちじく」
掛井五郎

大胆さのなかにユーモラスさを感じさ
せる造形。作者の心の様子が作品に現
れ、見る人の想像を誘う不思議な存在
感を放っています。

どこにある
の？

キヨセ
ケヤキロード
ギャラリー きよせの

平和祈念
プロジェクト

戦 後 か ら 8 0 年
祈りをか たちに

　

清
瀬
市
で
は
、
平
和
祈
念
事
業
の
一

環
と
し
て
、
国
内
外
の
平
和
へ
の
想
い
を

身
近
に
感
じ
て
も
ら
う
た
め
に
「
お
り
づ

る
コ
ー
ス
タ
ー
」
を
製
作
し
ま
し
た
。
コ
ー

ス
タ
ー
は
、
広
島
平
和
記
念
公
園
に
国

内
外
か
ら
届
け
ら
れ
た
折
り
鶴
を
再
活

用
し
、
広
島
県
廿
日
市
市
の
障
害
者
福

祉
施
設
「
リ
バ
テ
ィ
ー
は
つ
か
い
ち
」
で

再
生
紙
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
っ
た
も
の
。

直
径
９
㎝
の
丸
形
で
、
折
り
鶴
と
清
瀬

市
の
象
徴
で
あ
る
ひ
ま
わ
り
の
絵
を
あ
し

ら
っ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
デ
ザ
イ
ン
で
す
。
市

内
の
小
中
学
生
へ
配
布
し
、
家
庭
で
も

平
和
に
つ
い
て
考
え
る
き
っ
か
け
と
し
て

活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

広島市の平和記念式典で届けられた折り鶴を再利用し、

清瀬市が障害福祉施設と協力して製作した「おりづるコースター」。

さらに、広島で平和学習に取り組む市内の児童生徒による

「ピース・エンジェルズ」の活動など、

清瀬の平和祈念事業を紹介します。

手
の
ひ
ら
に
広
が
る
平
和
の
祈
り

ピース・
エンジェルズ

　

平
和
の
大
切
さ
を
自
分
の
目
で
見
て
、

心
で
感
じ
て
ほ
し
い
―
―
。
そ
ん
な
願
い

か
ら
始
ま
っ
た
の
が
、清
瀬
市
の
「
ピ
ー
ス・

エ
ン
ジ
ェ
ル
ズ
」で
す
。
平
成
7
年
度
よ
り
、

市
内
の
小
学
5
年
生
か
ら
中
学
3
年
生

ま
で
の
児
童
・
生
徒
を
代
表
と
し
て
広

島
に
派
遣
し
、
平
和
記
念
式
典
へ
の
参

列
や
資
料
館
の
見
学
、
被
爆
者
講
話
な

ど
を
通
し
て
学
び
を
深
め
て
い
ま
す
。
現

地
学
習
後
は
、
体
験
を
ま
と
め
た
ス
ラ
イ

ド
や
言
葉
を

「
平
和
祈
念

フ
ェ
ス
タ
in

清
瀬
」
で
発

表
。
現
地
で

感
じ
た
思
い

を
自
分
た
ち

の
言
葉
で
伝

え
ま
し
た
。

未
来
へ
つ
な
ぐ
平
和
の
学
び

おりづる
コースター
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新しいラベルで、清瀬の香りをもう一杯
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あなたの声をお聞かせください

本誌へのご意見やご感想、

気になる情報や見てみたい企

画も募集中です。これまでの

号も合わせてご覧ください。

バックナンバーは
こちら

ご回答は
LoGoフォームへ

新たな地域振興の取り組み

「クラフトな夜」に
込めた想い

まちの話題と旬の動きをお届け

　清瀬の名を冠した日本酒が、令和7年10月に装いも新たに登場しま
した。新しいラベルデザインは、清瀬育ちのグラフィックデザイナー・
Fumingさんによるもの。武蔵野台地の地下水を、深さ150mの井戸から
汲み上げて仕込む東村山市の豊島屋酒造の日本酒は、豊かな香りと
すっきりとした味わいが魅力です。純米酒・純米吟醸・本醸造辛口の3種
に加え、手軽に楽しめる180mlの純米酒も新登場。清瀬の風土を感じる
一杯を、ぜひご家庭でもお楽しみください。
【日本酒「きよせ」販売箇所】
・加寿屋酒店　・藤小西 元町店
・セブン‐イレブン（清瀬松山一丁目店、清瀬野塩一丁目店、清瀬梅園二丁目店、清瀬中清戸五丁目店）
【飲食店での取り扱い店舗】
・酒膳処 吉家　・いざかや楽笑　・のみ処「」。

08
　清瀬市観光協会が主催する「クラフトな夜」
は、市役所４階の展望ロビーを夕暮れから特別
開放し、クラフトジン、日本酒、テキーラ、カクテ
ルと、回ごとにテーマを変えて全４回開催。清瀬
ゆかりの酒や地元食材を味わいながら、職人と
お酒に造詣の深いゲストたちのトークに耳を傾
ける時間が流れました。
　清瀬には飲食店が多く、夜のにぎわいづくりに
潜在的な力があります。「お酒は単なる嗜好品で
はなく、地域を語る文化的な入り口。日本酒やク
ラフトドリンクを通じて清瀬の魅力を発信した
い」と観光協会は話します。
　第１夜は「クラフトジン」をテーマに、市内カ

フ ェ「 C H A C O T 
COFFEE」中本代表とジ
ン専門メディア「ジンラボ
ジャパン」佐藤代表を迎
えて開催。清瀬産の蜂蜜
を使った「きよはちジン」

の誕生秘話が披露されました。続く第２夜は「日
本酒」。豊島屋酒造の田中社長が登壇し、日本酒
「きよせ」の新ラベルを発表。市の花・木・鳥を
モチーフにしたデザインに「まちの誇りを託した」
と語りました。トーク後は試飲やペアリングフー
ドの時間が設けられ、参加者同士の会話も弾み
ました。
　来場者からは「今後も前例にとらわれず新しい
ことに挑戦する市役所であってほしい」「地域産
業の振興につながる取り組みを応援したい」との
声が寄せられました。単なるお酒のイベントに留
まらず、清瀬市への郷土愛が広がります。
　「クラフトな夜」は、市役所という公共空間を
地域振興に活用する新たな取り組みでもありま
す。地域産品「きよせ棒」「やさいあられ」「キヨセ
ゴーゴーカレー」の販売も行い、「清瀬まん」や清
瀬産の生乳から生まれたチーズなど、地元の味と
お酒のマリアージュを提案。昼とは違う“夜の清
瀬”の魅力を感じられるひとときとなりました。

　詳しい情報は
こちら　 

清瀬市観光協会の

！お

推し

純米酒「きよせ」 
180㎖ 380円（税込）
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